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【目的】1-0-cf∫-Cinnamoyl-AD-glucopyranose
(1)はユキヤナギより単離されたアレロケミ
カルであり､その活性本体はアグリコン部位

であるcis一桂皮酸(2)と推定されている｡2は

レタス幼根に対 して強力な伸長阻害活性

(EC502.2い′M)を有しており､新規の植物生長
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調製剤として期待できる｡今回2の作用機構解明を目的として2の蛍光プローブ､

及び標的タンパク質精製用アフィニティーカラムの作成に用いるアジド標識化プ

ローブの合成とそれらの生物活性を検討した｡

【方法 ･結果】2の詳細な構造活性相関研究の結果､芳香環メタ位にオキシム基を

介してアルキル鎖リンカーを導入すれば､2の阻害活性が保持される傾向が見られ

た｡そこで様々な炭素鎖長のリンカーを導入し､各種蛍光基を連結した蛍光プロ

-ブ 3-7を合成し､その中の
数種類の蛍光プローブに強い

活性がみられた｡またアジ ド

基を導入したプローブ 8にお

いても高く活性を保持するこ

とを見出した｡各種プローブ

の合成法及び活性試験の詳細

についても報告する｡
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